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一般質問

い
が
ど
う
か
。

市
長　
教
育
委
員
会
と
連

携
し
て
設
置
に
向
け
た
要

望
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
ぜ
ひ
、
国
や
県
の

進
め
る
共
生
社
会
の
形
成

に
向
け
、
障
害
の
あ
る
子

供
た
ち
の
教
育
環
境
の
向

上
を
図
る
た
め
に
も
、
本

市
に
特
別
支
援
学
校
の
設

置
を
要
望
す
る
。

玉
県
や
愛
知
県
犬
山
市
の

よ
う
に
「
総
合
調
整
幹(

監)

」
を
設
置
す
る
と
い

う
考
え
方
も
あ
る
。
ア
プ

リ
導
入
を
機
会
に
、
本
市

で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

政
策
秘
書
室
長　
今
後
、

投
稿
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
場
合
や
事
務
量
が
増

大
す
る
場
合
な
ど
に
お
い

て
は
、
組
織
担
当
で
あ
る

総
務
部
と
調
整
を
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

戸田市内に設置を
「設置に向けた要望をしていきたい」

細田 昌孝 議員

特
別
支
援
学
校

よ
り
魅
力
的
に
す
る
た
め

　使
途
の
選
択
を
提
案
す
る

「
実
施
と
Ｐ
Ｒ
方
法
の
検
討
を
し
て
い
く
」

中
山 

祐
介 

議
員

ふるさと納税

議
員　

特

別
支
援
学

校
及
び
特

別
支
援
学

級
等
へ
通

う
児
童
生
徒
が
年
々
増
加

し
て
い
る
。
特
別
支
援
学

校
及
び
特
別
支
援
学
級
の

現
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
特
別
支
援
学

校
は
、
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
６
人

に
２
人
の
教
員
で
１
学
級

が
編
制
さ
れ
、
一
人
一
人

の
特
性
に
応
じ
た
教
育
を

行
う
学
校
で
あ
る
。
児
童

生
徒
が
、
将
来
、
自
立
し

て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
や
技
能
・
態
度
を
繰
り

返
し
確
実
に
身
に
つ
け
る

よ
う
に
学
習
を
し
て
い

る
。
今
年
度
は
69
名
ほ
ど

が
通
学
。
特
別
支
援
学
級

は
、
１
学
級
が
８
人
以
下

の
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
で
編
制
さ

れ
た
少
人
数
の
学
級
で
あ

る
。
平
成
26
年
10
月
末
現

在
、
１
１
６
名
が
通
学
。

議
員　
県
南
部
地
域
は
、

特
別
支
援
学
校
に
通
う
子

供
た
ち
が
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
近
隣
市
の
特

別
支
援
学
校
の
過
密
状
況

も
聞
い
て
い
る
。そ
し
て
、

戸
田
市
に
在
住
す
る
障
害

の
あ
る
子
供
た
ち
は
、
荒

川
を
渡
っ
て
１
時
間
以
上

か
け
て
通
学
し
て
い
る
。

市
内
に
特
別
支
援
学
校
が

あ
れ
ば
日
々
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
。
本
市
に
特

別
支
援
学
校
な
ど
を
設
置

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、国・

県
に
要
望
を
お
願
い
し
た

議
員　
ふ

る
さ
と
納

税
の
件
数

と
寄
附
額

は
。

政
策
秘
書
室
長　
平
成
25

年
度
は
、
４
件
の
寄
附
で

８
万
４
７
０
０
円
。

議
員　
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
り
他
の
自
治
体
へ
寄
附

す
る
と
、
戸
田
市
の
所
得

税
及
び
個
人
市
県
民
税
か

ら
控
除
さ
れ
て
し
ま
う
が
、

他
自
治
体
へ
の
寄
附
の
件

数
と
控
除
額
は
。

財
務
部
長 

平
成
26
年
度

に
市
民
税
か
ら
控
除
さ
れ

た
の
は
、
１
５
９
件
で
約

４
６
０
万
円
。

議
員　
つ
ま
り
、
寄
附
で

入
る
よ
り
も
寄
附
で
出
て

い
く
額
が
圧
倒
的
に
多

い
。
だ
か
ら
、
戸
田
市
の

ふ
る
さ
と
納
税
を
よ
り
魅

力
的
な
も
の
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

方
法
と
し
て
「
寄
附
の
使

い
道
を
寄
附
者
に
選
択
さ

せ
る
」方
法
を
提
案
す
る
。

財
務
部
長　
現
在
で
も
寄

附
の
際
に
意
向
を
伺
っ
て

い
る
が
、
本
市
の
施
策
や

重
点
事
業
へ
の
理
解
を
い

た
だ
い
た
上
で
、
そ
の
中

か
ら
選
択
し
、
寄
附
し
て

い
た
だ
け
る
仕
組
み
を
整

え
、
使
途
の
公
表
を
行
う

こ
と
は
、
寄
附
金
を
何
に

生
か
す
か
と
い
う
、
ふ
る

さ
と
納
税
本
来
の
考
え
方

に
沿
う
も
の
で
、
非
常
に

重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
各
部
と
調
整
を
図
り
、

ボート競技「戸田・彩湖」
へ強力な誘致活動を 
「最後まで積極的に推進していく」

三浦  芳一 議員

2
0
2
0
東
京
五
輪

議
員　

12

月
１
日
か

ら
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ

ン
用
ア
プ

リ
「
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ぷ
り
」
が

運
用
開
始
と
な
っ
た
。
導

入
の
経
緯
と
目
的
は
。

政
策
秘
書
室
長　
平
成
25

年
度
の
政
策
研
究
所
の
研

究
に
お
い
て
、「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
活
用
し
た
新

た
な
市
民
参
加
に
向
け
て

の
研
究
」
を
実
施
し
た
。

結
果
、
戸
田
市
で
も
導
入

し
て
い
く
こ
と
が
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
市
民
ニ

ー
ズ
に
も
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

の
結
論
に
至
っ
た
。
市
民

と
行
政
と
の
距
離
が
縮
ま

り
、
市
民
同
士
の
つ
な
が

り
が
強
ま
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

活
性
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

議
員　
「
市
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
ア
プ
リ
と
し
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
地
域
の

課
題
解
決
、
ま
た
、
業
務

効
率
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で

あ
り
、
今
後
の
可
能
性
も

無
限
に
広
が
る
。
一
方
で
、

ア
プ
リ
の
発
展
や
利
用
者

の
拡
大
と
と
も
に
、
担
当

部
署
の
負
担
も
大
き
く
な

っ
て
い
く
と
考
え
、
専
門

部
署
の
設
置
を
提
案
す

る
。
ま
た
、
複
数
の
部
課

に
関
係
す
る
施
策
を
効
率

よ
く
展
開
す
る
た
め
、
埼

議
員　

ボ

ー
ト
競
技

の
彩
湖
誘

致
活
動
に

自
信
を
持

っ
て
強
力
に
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
。①
費
用
面（
約

10
分
の
１
）
②
海
で
の
公

平
な
競
技
の
有
無(

静
水

と
波
の
湾)

③
将
来
的
な

活
用
面
、
ど
れ
一
つ
取
っ

て
も
戸
田
開
催
が
格
段
、

優
れ
て
い
る
。い
か
が
か
。

市
民
生
活
部
長　

現
在

「
海
の
森
水
上
競
技
場
」
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

26
年
９
月
、
市
長
が
都
知

事
、
都
議
会
議
長
、
大
会

組
織
委
員
会
会
長
宛
に
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、

正
式
回
答
は
ま
だ
来
て
い

な
い
。
埼
玉
県
ボ
ー
ト
協

会
と
共
に
関
係
部
署
へ
会

場
変
更
の
要
望
を
続
け
る
。

市
長　
「
ボ
ー
ト
の
ま
ち

戸
田
」
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ

よ
う
、
残
さ
れ
た
可
能
性

の
糸
口
を
見
つ
け
「
や
れ

る
こ
と
は
す
べ
て
や
っ
て

い
く
と
い
う
姿
勢
」
で
、

よ
り
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法

の
検
討
を
し
て
い
く
。

専
門
部
署
の
設
置
を

「
今
後
、検
討
し
て
い
く
」

竹
内  

正
明 

議
員

ｔｏｃｏぷり

▶
埼
玉
県
立
和
光
南
特
別
支
援
学
校

　

(

同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

▶
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
と
、
特
産
品
に
目

が
行
き
が
ち
で
す
が
、「
使
途
を
選
べ
る

唯
一
の
税
金
」
と
い
う
別
の
側
面
の
性
質

も
あ
り
ま
す
。

▲市民と行政との協働でまちづくり
を進めるため、開発段階から市民
と一緒に作り上げてきたスマート
フォン用アプリ「tocoぷり」の画面

最
後
ま
で
積
極
的
に
誘
致

活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員　
平
成
28
年
50
周
年

を
市
民
・
議
会
・
行
政
挙

げ
て
の
協
働
事
業
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ
ン

ト
（
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
戸
田
大
会
が
決

定
）
な
ど
、
新
た
な
出
発

と
し
て
盛
大
に
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

政
策
秘
書
室
長　
単
な
る

形
式
的
な
行
事
で
は
な

く
、
市
民
と
と
も
に
祝
う

重
要
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

捉
え
、
行
政
と
市
民
・
企

業
等
が
一
体
と
な
り
戸
田

市
の
歴
史
と
歩
み
を
振
り

返
り
、
未
来
へ
羽
ば
た
く

起
点
と
し
た
い
。
今
年
は

自
治
基
本
条
例
制
定
な
ど

協
働
元
年
と
位
置
づ
け
、

「
50
周
年
記
念
事
業
検
討

委
員
会
」
に
は
議
会
の
代

表
と
し
て
議
長
も
参
加
し

て
い
る
。

▶
彩
湖
を
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

の
ボ
ー
ト
競
技
会
場
に

市
制
50
周
年
を
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
出
発
に

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

特
集 

議
会
を
知
っ
ｔｏ
ｃ
ｏ

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

特
集 

議
会
を
知
っ
ｔｏ
ｃ
ｏ

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
独
自
利
用
事
務
検

討
に
市
民
の
声
を
入

れ
て
は
。

Ａ
日
ご
ろ
窓
口
な
ど
で

い
た
だ
く
市
民
の
意

見
、
情
報
化
推
進
計

画
策
定
時
の
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参

考
と
し
た
い
。


